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日本には１９種が生息。市内では、芦屋川、宮川、
西浜公園などの水辺で５種が見られる。
餌は小魚がメインだが、両生類や
昆虫類なども捕食し、
時にはスズメなどを
食べることもあるらしい。
個人宅や小学校の池に
金魚がいるのを見つけると、
たとえ網が張ってあっても
諦めきれずに毎日のように
日参する個体もあるそうだ。
そういえば、呉川町コープの
入り口前の歩道を悠 と々
歩き回っていたプテラノドンの正体は
近くの水路で泳ぐ錦鯉を見物しに
やって来るアオサギであった。
我が目を疑うような珍しい
光景に出くわして、
嬉しくなってしまったが
サギがペリカン目に属すると
いうのが納得できるとても
ユーモラスな姿だった。

芦屋市内で見られるサギは大きい方から

アオサギ（淡い色で頭と首は白い）

ダイサギ（白鷺の一番大きいサギ　足指は黒い）

チュウサギ（ダイサギに似ているが目先が黄色い）

コサギ（一番多く見られる　足指が黄色　夏は頭に飾り羽）

ゴイサギ（緑黒色で繁殖期には 2本の細長い飾り羽が）

※サギは魚食で、川では足で魚を

追い出して食べている姿が多い。

西浜公園のコサギ



熊本地震支援
レポート
　前震の４月１４日本震の１６日と益城町を中心に２つの大

きな地震に見舞われました。当院では棚は倒れ物が散乱しま

したが、幸いにもライフラインは保たれたので病院を開くこ

とができました。しかし断水のところも多く、道路の陥没や

橋げたが落ちたりずれたりで交通がかなり寸断されました。

　地震の起こる前から、同行避難も含め災害マニュアルを

作っている最中でしたが、実際災害があってマニュアルが機

能したかといえばかなりの疑問です。出来ることから始め

る・・・まずはインターネットで支援の呼びかけを行いました。

道路事情と集配基地崩壊により宅配がストップしてやきもき

しましたが、再開により犬猫の支援物資は熊本県動物管理セ

ンターに送ってもらい、支援物資仕分けの手伝いに行きました。

　県内には１０の保健所

がありますが、当初は犬

猫の搬入は多くはありま

せんでした。震災のため

熊本県内の犬猫は被災動

物扱いとなり、処分は当

分しないとのこと。熊本

県動物管理センターは元々処分施設であり、保護施設ではな

いので犬猫を収容する施設がありません。しばらくは被災の

ための保護ということで、各保健所に犬猫を収容していたの

ですが、徐々に頭数が増え各保健所も対応が仕切れない状態

となり、その分管理センターの方に犬猫が搬入されました。

特に猫は春の出産の多い時期と重なり、子猫（まだほ乳時期

の子猫も含む）が多く、管理センターでは対処できないので、

ほ乳のため病院の方に連れて帰り、また弱っている子猫も病

院の方で預かることとしました。

　頭数にして約 50 頭乳飲み子を育てましたが約半分はダメ

でした。最初から下痢状態の子もいたしやせて状態の悪い子

もいましたが、命に縁のある子もいてその中でちゃんと育っ

ていく子猫もいました。ある意味勉強させて頂いたと考えて

います。ただ管理センターに来る子たちはほとんど状態のい

い子はいません。食餌と居場所は与えられたにしても、状態

がよくない上にストレスも加わり、子猫はもちろん成猫でも

亡くなる子がありました。

　皆様のご協力でかなりの頭数を譲渡できましたが、それで

も譲渡された頭数以上にまた搬入されてきます。一番猫の頭

数が多い時は約１８０頭となり、とても職員２人で世話を出

来る頭数ではありません。現在は猫の頭数は８０頭ぐらいに

減ってはいますが、まだ子猫があまりいない時期なので搬入

は成猫がほとんどとなっています。

　反対に現在管理センターへは犬の搬入が多く、子犬（といっ

ても大きめの中型犬になりそうな）も増えています。どこの

保健所も犬の捕獲が多くなっていて、犬も収容頭数を遙かに

超えているので犬の引き取りをお断りしています。保健所の

話によると相談内容が「入院するので飼えない」、「引っ越し

で飼えない」、「噛みつく」など震災に直接関係ない理由も多

く見受けられ、今は処分されないという噂を耳にしての便乗

が多いのではないかと考えています。

　まだまだ震災の影響は大きく、ようやく全半壊した家の公

費解体が始まりました。取り壊しになると今までそこに置い

ておいた犬猫の居場所がなくなってしまい、飼養放棄につな

がってしまいます。そのため、県内に新たな犬猫の一時預か

り施設の開設を計画しています。少しでも飼い主が犬猫と長

く暮らせるよう援助できればと思っています。

　最後になりましたが、熊本地震に際し皆様のご支援ご協力

を頂き、心より感謝申し上げます。

きくなん動物病院院長　平山美幸



熊本地震
人と動物の共生を目指して
ビッグベア動物病院　院長　長尾孝之

　熊本地震で亡くなられた方のご冥福

をお祈りしますと同時に、賜りました

温かいご支援に対し、心よりお礼申し

上げます。

　2016年 4月 14日 (木 )21時 26分、マ

グニチュード6.5、4月16日(土)1時25分、

マグニチュード 7.3。私たちは大きな地

震を 2 度経験しました。周辺家屋は倒壊

し、余震の恐怖に怯えながら多くの人々

が避難所に向かいました。

特に、木造家屋の多かった益城町や西原村は大きな被害が出

ました。南阿蘇では、阿蘇大橋が崩落し、近くの東海大学も

甚大な被害が出ました。

　市内にある私の動物病院は、内部の物は落ちてぐちゃぐちゃ

になりましたが、建物は幸い鉄筋コンクリートの頑丈な施設

だったので、軽微な被害で済みました。

　大きな地震で、病院スタッフも精神的にかなり参ってたみた

いですが、「このような大きな災害があった時、熊本の動物たち

を守れるのは私たちしかいないのですよ。それが私たち動物医

療を職業として選択した者の職務です。」と言うと、とても落ち

着いたみたいで、その後は一生懸命頑張ってくれました。

　震災後１週間、比較的被害の少なかった獣医師同士で簡単な

グループを作り、それぞれが各動物病院で一般診療を行い

ながら、空いた時間に各避難所に行って同伴動物の診察を行い

ました。多くの避難所では動物の同伴避難が適切に行われてい

ました。吠えて迷惑になったり嫌な顔をされるのを未然に回避

したい飼い主が車中泊というスタイルを取ったからだと思いま

す。熊本は車中泊が多かったのですが、揺れる建物を怖がったり、

プライバシー保護だったり、トラブル回避の意味でもエコノミー

クラス症候群さえ予防できればこれは有効な対策かもしれませ

ん。

　震災後１カ月、当院は熊本の動物愛護団体に協力してもらい、

被災者の生活基盤を取り戻すためには、動物の一時預かりが

急務と考え、動物の無料一時預かりを開始しました。それに、

大きな被害を受けた東海大学の学生がボランティアとして参

加してくれました。

本震から９カ月になりますが、まだ倒壊家屋の解体撤去は始

まったばかりです。これからもっと増える一時預かりを更に

充実させるため、私たちは、「熊本県災害時動物救援チーム」

を立ち上げ、東海大学教授の森友先生にご協力いただき、新

たな救援施設を作ることになりました。熊本県内で中古物件

を借り受けて（すでに確保済み）被災者自立を促し、今後の

飼育放棄を減らすための一時お預かりを行っていく予定です。

ボランティアさんやリーダーさんもそのまま移譲されますの

で、引き続き丁寧かつ衛生的なお世話が可能になるでしょう。

人も動物たちも皆が住みよい熊本を目指し、これからも私た

ちは前に進んでいきます。

※芦屋動物愛護協会は
「熊本県災害時動物救援チーム」様 へ
バザーの売上金の一部を支援金として送らせて頂きました。



ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド  動 物 だ よ り
 ～ カ ピ テ ィ コ ー ス ト よ り ～

ジュンコ. Harvey 

芦屋にホームステイしていた留学生の J君に当協会の会報誌をお見せしたのがきっかけで、素敵なご縁につながりました。

ニュージーランドでは動物保護にとても熱心な国ということで、その国に住む J 君のお母さんに、ニュージーランドの豊かな

自然や野生動物、ペットについて、また保護活動などレポートして頂くことになりました。ニュージーランドの動物に関わる色々

なことを何回かの連載でお届けしたいと思います。

私の住むニュージーランド、カピティコーストは北島のウエストコーストに位置し、首都ウ
エリントンから車で国道一号線を走り、 50 分ほどのところですが、海、山、川に囲まれ、豊
かな自然に恵まれたとても美しい町です。
またコースト沿いには大きなカピティアイランド（面積 19.65 ㎢）があり、この島全体が野
鳥の保護区となっております。このようにバランスの整った環境により、このあたりでは、
日常的に沢山の小動物たちを見ることができます。

今回はＮＺで保護鳥となっている ウッドピジョン
【マオリ語　ケレル】を紹介致します。この鳥は我
が家の庭先にも時々、姿を見せる世界一大きな鳩の
一種です。鳩（ピジョン）と呼ばれておりますが、
体長５０センチほどで体重は６５０ｇから８００ｇ
にもなる大型の鳥です。頭部から胸部はご覧のよう

に光沢のある緑と紫で、胸の本体は真っ白で、くちばし、足は赤く、大変美しい鳥
です。多くの植物の果実、葉などを食べて生きています。昔はマオリ原住民が狩猟
していたこともありますが、現在ではポッサム（日本語名　フクロキツネ）、大型
のネズミ、猫など外来種の小動物からの被害も受けているとのことです。
春から夏にかけて巣を作り、一つの卵を産み、２８日間、つがいで卵を温め　ヒナ
は孵化後４０日でひとり立ちするそうです。
また、肥満気味の重たい体を持つこの鳥は、飛び立つ時は一苦労。バサバサと大き
な音を立てながらヨッコラショ！と頑張っている姿に出くわす度、ついつい可笑し
くなって笑ってしまうこともあります。
何十年も NZ に住んでいる私ですが、もうすっかり見慣れたはずの野鳥の美しい姿
に足を止め、我を忘れて見とれてしまうのが楽しみでもあり大切な至福のひととき
となっています。

パエカカリキの丘からカピティアイランドを見た景色



　以前の仲ノ池は、カルガモの雛が次々に水中へと消えてゆ
き、水面から見える魚はブルーギルばかりで、大変な状況に
なっていました。
　2013 年秋、池の水を抜いて大規模な護岸改修工事が行わ
れました。それに併せて実施された池の環境調査では、巨大
な肉食魚のアリゲーターガーが捕獲され、大量のブルーギル
やブラックバスなどの外来魚が駆除されました。
　現在の仲ノ池はというと、ミシシッピアカミミガメやウシ
ガエルなどの外来生物はまだ多数残っているものの、その後
の環境調査でも、ブルーギルやブラックバスなどの肉食性の
外来魚は確認されておらず、逆に鯉やフナの稚魚が育ってい
ることが報告されています。
　池の水位が回復した 2014 年以降は、仲ノ池でもカルガモ
の雛が無事に育つようになり、小魚を餌にするカイツブリも
一年を通して定住するようになりました。2016年の夏には、
カルガモとカイツブリの両方のカップルが、子育てに成功し
ました。今冬も、渡り鳥のカモが沢山飛来しています。
　この仲ノ池の自然が大切に守られ、いつまでもいつまでも
鳥たちの楽園であり続けて欲しいと願います。

　我が家に白黒猫のにこがやって来たのは、８年前のちょうど今
頃の季節でした。
　１５年以上可愛がっていた先住の母娘猫２匹を見送り、ペットロ
スで悲しんでいたところ、里親募集中の保護猫がいると聞いて、ひ
とまず会ってみることにしました。もう既に生後５か月位で子猫の
時期は過ぎた感じのにこでしたが、他の小さな子猫達に顔を踏まれ
ても怒りもせず、緊張してかたまりながらこちらをじーっと見る姿
が可愛くて、その場でにこに決めました。にこは、刀傷のような白
いななめのラインと白い顎髭のあるとても個性的な顔立ちの女の子
で、「一匹飼いなのにこの個性派で大丈夫？」と谷崎さんにも何度
もご心配いただきましたが（笑）、優しくて可愛いいにこに一目惚
れした私でした。その後、我が家には息子も生まれましたが、ハイ
ハイする息子にゆっくりついて遊んでくれたり、お迎えには必ず来
てくれたり、仲良くゆったり過ごすことができる穏やかなにこを迎

Michiko T.（翠ヶ丘町）

神戸市北区　M.M

冬のカイツブリ夏のカイツブリ

カルガモ

えられて本当に良かったと思っています。
　その息子が小学１年生になった昨年、小さな子猫がいたら楽し
いだろうなあということでお尋ねしてみたところ、可愛い白キジ
の子猫を譲り受けることとなり、きらと命名しました。きらは自
由奔放で、寝ている私達の顔の上を走っていくようなお転婆娘。
自分よりかなり大きなにこの顔に猫パンチをくらわしたり、突然
上から飛び乗って耳をかじったりとびっくりな出来事も多いです
が、にこも相手との距離感をとってくれてうまく共存してくれて
います。なにより家が賑やかになり、５人家族で楽しい毎日を送っ
ています。にこときらを家族に迎えることができ、芦屋動物愛護
協会のご尽力に本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　飼い主さんの事情で飼えなくなったワンちゃんも、不遇な野良
猫ちゃんも、みんなが素敵なご縁に巡り逢えたらいいなと思って
います。　　　　　　

仲ノ池のその後

里 親 だ よ り

きら にこ

前回は 2103 年冬号掲載



慰霊の言葉
福井美奈子

　芦屋市では、芦屋市霊園内の動物塚に眠る愛犬、愛
猫等の霊を慰める動物慰霊祭が、毎年 9 月の動物愛
護週間に合わせて開催されています。愛犬の納骨から
4 回目の慰霊祭参加となる今年、慰霊の言葉を述べる
機会を頂戴しましたので、その内容をここに紹介させ
て頂きます。

　家族の一員、かけがえのない伴侶として、私に安ら
ぎを与えてくれたのは、オスのミニチュアシュナウ
ザーのバニラでした。当時住んでいた奥池南町では、
マダニが多く、日頃からダニ対策には万全を期してい
たのですが、残念ながらそのマダニが媒介する病にか
かってしまいました。どんな姿であれ１日でも長く生
きていて欲しいと願い、約 3ヶ月の間に 7 回の輸血
を繰り返しましたが、結局その病に勝つことはできま
せんでした。いとしい一つの｢命｣を失う悲しみは、筆
舌に尽くし難いほど深く、辛く苦しいものでした。

13 年間の生活を共にしたバニラの納骨場所について
ずっと思案しておりましたが、芦屋動物愛護協会の慰
霊祭において、動物塚への納骨に立ち会える機会があ
ることを知り、４年前にようやくバニラの遺骨を納め
ることが出来た次第です。

　ところで、皆さんは「虹の橋」という散文詩をご存
知でしょうか。その内容は・・天国の少し手前に「虹
の橋」と呼ばれる楽園があり、あなた（= 飼い主）と
愛し合っていた動物は、そこで他の動物たちと共に幸
せに暮らしますが、地上に残してきた大好きなあなた
のことをいつも思っています。そんなある日、突然、
立ち止り遠くを見つめます。亡くなったあなたを見つ
けたのです。懐かしいその姿を認めると、喜びにうち
震え仲間から離れて全力で駆けて行き、顔中にキスを
します。あなたはこうしてペットと再会し、一緒に虹
の橋を渡って天国に向かいます。

　この「虹の橋」の詩は作者不詳ですが、私はこの詩
に出会って随分と力づけられました。いつか訪れるペッ
トの死は免れることのできない定めです。自責や後悔
などの様々な思い、深い悲しみの中からは、時間をか
けてゆっくり立ち直ればよいと思います。命あるもの
に対し慈しむ思いやりを持ち、人と動物がいつまでも
安らかに暮らしていける笑顔に満ち溢れた社会である
ことを願ってやみません。

虹の橋　作者不詳
天国のちょっと手前に虹の橋というところがあります
こちらで誰かと強く結ばれていた動物は
死んでしまうと虹の橋に行くのです
そこには草原が広がり、丘がつらなり
走り回ったり遊んだり、みんなと楽しく過ごしています
たくさんの食べ物と、新鮮な水と、キラキラのお日様が輝いています
そこは暖かく、とても気持ちの良いところです
病気や老いで弱っていた身体は健康で逞しく
傷つき疲れ果てていたものも力強くしなやかに
そう、ずっと夢に見つづけた　あの頃の姿に戻っています
みんな幸せで満ち足りているけれど
ほんの小さな気がかりがひとつ
それは、残してきた最愛の人を恋しく思う気持ちです
追いかけっこやとっくみあい　みんな楽しく過ごしています
でも　その日がくると唐突に、打たれたように立ち止まります
そして遠くの一点をじっと見つめるのです
あの仔の輝く瞳が釘付けになり
あの仔の体が喜びに震えます
そして、遊んでいるみんなの輪から飛び出して
緑の草原を飛ぶように駆け出します
速く！　もっと速く　もっともっと速く
あの仔の目はあなたを捉えて放さない
待ち望んだ再会のときなのです
喜びに抱き合い　もう二度と離れることもない
あなたの顔はあの仔のキスを浴びて
あなたの手はあの仔の頭を抱きしめ
あなたの目はあの仔の信頼に満ちた瞳に見つめられるのです
永い間片時も忘れたことのなかったあのまなざしで
そして　一緒に天国に続く虹の橋を渡るのです



前田町　藤原正彦

　震災がらみの思い出を一つ。当時の私の暮らしぶりはまさ

にその日暮らしで、家がないというのはなかなか難儀なもの

だった。仕事はないし生活のリズムもないというかなんとい

うか、要するに暇ということであった。

　しばらくして復旧から復興に切り替わった頃、近所の温泉

がボランティアや自衛隊の協力を得て再開したことがニュー

スになり、興味本位で覗いてみると、その温泉は半壊してい

たものの当時としてはぎりぎり営業できるような状況だっ

た。瓦礫を片付けた後の駐車場、プレハブの脱衣所、ひび割

れたタイル、どこを見ても急場凌ぎの営業風景。ちなみに森

温泉が早く営業再開できたのは自家で地下水を汲み上げてい

たからであり、ボイラーが直ればすぐに営業できたと言うこ

とは重要なポイントであった。

　街には復興作業で明け暮れる労働者やボランティアが溢れ

ており、身を清潔に保つためにも公衆浴場の復活は朗報とし

て報じられていた。そのこともあって度々テレビや新聞など

のメディアが森温泉を取材していた。そこで飼われていたの

が雑種のクロである。大きさは柴犬程度で多少まだらな感じ

のどこにでもいるような雑種だった。クロは震災当時半壊し

た建物の中に閉じ込められていたところを救助されたのだが、

そのときのショックで極度の恐怖症になっていた。いわゆる

トラウマである。だから最初に救い出そうとした自衛隊を “ガ

ブッ”、次に「あ～ワンちゃんも助かったんですねー。」と気軽

に近寄ってくる女子アナを “ガブッ”、と日々被害者が生まれ

ることになる。ということで彼は駐車場の隅の人目に付かな

いところに繋がれるようになっていた。

　で、元来犬好きの私は、暇であることも手伝い森温泉を利

用する度に彼と仲良くなれるかどうかを試すようになる。ま

あ最初の頃は警戒心が強く唸って威嚇するばかり。近寄るこ

とさえ難しかったのだが、そのうちに顔を覚えたのか威嚇レ

ベルが少し緩くなった気がした。「その子はダメだよ、近づく

と噛まれるから。」という銭湯のご主人の言葉を理解しながら

も徐々に近づいていった。二週間ほどして横に並ぶ感じで居

ることをクロも安心したらしく何となく仲良くなることが出

来た。「へー、あんたのことは噛まないようだね。」とご主人。

とはいうもののとっさに私が動くと反射的に威嚇して噛もう

とするので「あっ、おまえ噛んだな！」と叱るとクロはまる

で人間のように謝るそぶりをするのである。これはすごく不

思議だった。犬は犬なりに社会性というか仲間意識があるん

だなぁ、と感心したものである。

　そんなこんなでクロと仲良くしていると「だったら散歩に

でも連れて行ってよ」とご主人に言われ、しばらくはクロの

散歩係として通うことになった。家も事務所も地震で壊れて

居場所が無いような感じだったので、クロを散歩できること

は私としてはちょっとしたステイタスになっていた。クロと

巡る甲南山手駅界隈は、重苦しさを醸しながらも復興に向け

てだんだんと整理されて行く様子が少しの希望をにじませて

いた。お決まりのコースなどは無いのだが、公園の横にある

小さな踏切を渡るときになぜか向こう側の界隈には違う世界

があるような感じがした。そこを越えれば楽になれるような

…。

　そして私の実家が復活すると森温泉にも通わなくなり、次

第にクロに会いに行く機会も減ることになる。たまに行くと

クロは私のことをそれなりに憶えていて「おっ、久しぶりや

ね。」みたいな感じで小屋から出てくる。やはり犬だけに数年

うちにかなり老け込んでいた。次に来るときは会えないかも

知れないと思いながらも仕事の都合でさらに疎遠になって

いった。

　いずれにしても私もクロも生き延びたのである。あの絶望

的な風景の中で自分の無力さと向かい合いながら空腹や寒さ

に耐えた日々。裸一貫ということでは、人も犬も同じような

ものであり、そこには生きることの喜びや苦しみを同じ目線

で味わうという奇妙な仲間意識があった。彼とはそんな付き

合いだったような気がする。

森温泉のクロ

イメージ写真

～阪神大震災を生き延びて～
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譲渡までにかかる費用

平成28年8月～平成28年11月

寄付金をお寄せ下さった皆さまに厚く御礼申し上げます。
どうか、今後も引き続きご協力賜りますよう 宜しくお願いいたします。

合計121,000円 

バザー報告と寄付の内訳

入会について

寄付金

芦屋市動物愛護協会のバザーに参加して
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お名前

O 様

A 様

U 様

S 動物病院様

I 様

S 様

匿名

F 様

ご住所

神戸市

伊勢町

親王塚町

岩園町

高槻市

浜町

奥池南町

神戸市

不幸な猫をこれ以上増やさず、地域での猫のトラブル
を解消していく方策の１つとして当協会が行っている
飼い主のいない猫（野良猫）に不妊手術を実施する
「TNR 活動」に対して、芦屋市では、平成２１年度か
ら１００万円の助成金を交付しており、当協会では毎
年120頭～150頭の TNRを実施しています。

以前に比べ、市内の野良猫の数は確実に減少しています。でも、油断は大敵！無責任に餌を与え続けていると、

繁殖力の強い猫（交尾排卵で確実に妊娠）は、いつの間にかネズミ算式に増えて行ってしまいます。必ず不妊

手術を受けさせましょう。（捕獲についてはご相談下さい）

また、周囲が不衛生にならないように気をつけて（置き餌はせずに必ず回収と清掃をすること！）

地域のトラブルに発展しないように心掛けましょう。

■手術費用については、市の助成金を利用することも出来ますので、担当窓口にご相談ください。

■猫を自宅で飼われている方には、不妊手術を済ませたうえでの完全室内飼いがお勧め。
　交通事故に遭ったり迷子になる心配も無く、感染症の予防にもなるので安心です。

■野良猫に関する町内会・自治会等からのご相談や情報提供もお待ちしています。地域で協力し合って
　この問題に取り組んで行く体制づくりが必要不可欠です。　市民の皆さまのご協力をお願い致します。

電話で下記の窓口に申し込む。

担当者が現場の確認と生息頭数の調査を実施

状況によっては、捕獲前の準備（数日間の餌付け）が必要な場合もあり

頭数に応じた捕獲器を設置（１回で捕獲可能な頭数は１０頭位）

病院への搬送と手術の実施（手術済みの印として、麻酔下で耳先にＶ字カットを入れる）

病院から搬送し、猫の写真を撮ったうえで元の場所へ戻す（入院は一泊～数泊）

ご相談は
●市役所環境課    TEL :38-2050
●芦屋動物愛護協会事務局　TEL:38-2033
　（市役所経済課内）

野良猫と平和に共生出来る社会をめざして

ＴＮＲ活動に
ついて

市民の皆さん
へのお願い

ＴＮＲの
申し込みと流れ

◎手術費用が市の助成金を上回った分については、
芦屋動物愛護協会の動物愛護基金を利用しています。

1

2

3

4

5

6

  参考　   町会長のための野良猫講座  http://www.geocities.jp/noranekogaku/choukaichou/choukai1.html

◆秋のバザー報告
日　時： 平成２８年１１月２６日（土）晴・２７日（日）雨
場　所： ギャラリー安並
売　上： ４０７，１５０円
募　金：   １６，１６５円
経　費： １１６，４９５円　　　
（案内ハガキ他／19,940円　会場代／30,000円　仕入／10,000円
福利厚生費／42,537円　消耗品他／8,488円　交通費／5,530円）
収　入： ３０６,８２０円
バザー品提供： ８3名様　スタッフ： ６日間の作業にのべ５６名参加

会費  1 口 : 1000 円／年　2口 : 2000 円／年～　
(入会金無し、口数はお気持ちで )
●使途について




